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表
千
家
同
門
会
静
岡
県
支
部

粂

長

鈴

木

与

千

「
い
】
の
い
丈
Ｌ
つ
」

日
頃
よ
り
、表
千
家
同
門
会
静
岡
県
支
部
の
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠

に
有
り
難
く
、
鳶
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
、
茶
の
湯
文
化
の
普
及
と
振
興
を
目
的
と
し
て
、
静
岡
県
支
部
で
は
多
彩
な
行
事
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
，これ
も
ひ
と
え
に
、
日
々
支
部
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
る
会

員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
尽
力
の
賜
物
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

五
月
に
は
、
「第
七
回

茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
市
民
茶
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

本
席
で
は
薄
茶
席
と
立
礼
席
を
設
け
、
初
め
て
茶
の
湯
に
触
れ
る
方
に
も
親
し
み
や
す
い
形

で
実
施
し
、
多
く
の
一
般
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

九
月
に
は
、
静
岡
県
支
部
総
会
な
ら
び
に

一
般
講
習
会
を
開
催
し
、
本
部
よ
り
木
村
雅
基
宗

匠
を
お
迎
え
し
、
同
会
場
に
て
ご
講
演
「怪
斎
の
話
」
を
賜
り
ま
し
た
。
怪
斎
家
元
の
時
代
背

景
や
お
考
え
に
触
れ
る
お
話
は
、
茶
の
湯
の
精
神
を
見
つ
め
直
す
貴
重
な
学
び
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
十

一
月
の
市
民
講
座
で
は
土
田
半
四
郎
氏
を
講
師
に
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。

壇
上
で
実
際
の
工
程
を
曽
様
に
ご
覧
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
深
い
感
銘
を
与
え
る

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
、講
習
会
や
市
民
講
座
な
ど
の
支
部
行
事
を
通
じ
、
会
員
の
曽
様
と
力
を
合
わ
せ
な

が
ら
、茶
の
湯
文
化
の
普
及
と
次
代
へ
の
継
承
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
茶
の
湯
が
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
鳶
を
潤
し
、
人
と
人
と
を

結
ぶ
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
も
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、表
千
家
茶
迫
の
発
展
に

一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
鳶
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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０
今
和
七
年
度
総
会
二

般
講
習
会

九
月
七
日
（日
）
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡
に
お
い
て
、
本
部
よ
り
木
村
雅
基
宗
匠
ご
臨
席
の

も
と
、
鈴
木
与
平
支
部
長
は
じ
め
四
百
十
二
名
が
出
席
し
、
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支

部
長
挨
拶
、事
務
長
か
ら
各
種
報
告
事
項
が
あ
り
、
引
き
続
去
、ヽ
支
部
功
労
煮

な
ら
び
に
鍵

寿
表
彰
の
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。
総
会
後
不
木
村
雅
基
宗
匠
よ
り
「怪
斎
の
話
」
を
伺
い
ま
し

た
。
わ
か
り
や
す
く
、
折
々
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
お
話
に
、
会
場
は
和
や
か
な
笑
い
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
午
後
の
一
般
講
習
会
で
は
、
「花
所
望
」
「長
緒
」
「薄
茶
」
の
実
技
指
導
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

実
技
指
導
の
出
場
者

〔花
所
望
〕

亭
主

小
日
巻
里
砂

工
客

繁
田

段

次
客

洒
井

日日
子

〔
長
緒
〕

亭
主

立
松
み
ど
り

正
客

平
川

葉
子

次
客

片
平
喜
志
子

三
客

酒
井

日日
子

担
当

望
月
真
智
子
参
与

〔薄
茶
〕

亭
主

平
川

葉
子

工
客

繁
田

段

次
客

瀧
田

祐
子

三
客

小
日
巻
里
砂

呈
茶
席
（立
礼
席
）

担
当

井
上
喜
代
患
参
与

掛
物
　
即
中
斎
筆

　
秋
野

千
久
さ
に
す
だ
く
虫
の
声

　

同
箱

花
入
　
木
耳
付
　
　
　
　
竹
朋
斎
作

尋
牛
斎
箱

花
　
季
の
も
の

水
指
　
昔回
魅
井
戸
写
し
　
　
　
近
藤
宏
克
作

茶
器
　
利
所
持
写

秋
野
棗
　
宗
哲
作
　
即
中
斎
箱

茶
碗
一　
覚
人
黒

銘

松
風
村
雨
　
　
即
中
斎
箱

替

仁
清
写
し

秋
車
　
　
円
斎
作

茶
杓
　
怪
斎
白
作

銘

初
雁
　
　
　
　
　
　
同
箱

建
水
　
而
妙
斎
好
　
南
鎌
筋

蓋
置

乾
山
写
　
武
蔵
野
　

即
全
造

苫
恭
里　
而
妙
斎
好
写

糸
巻
透
手
付

一
斎
作

火
入
　
織
部
　
　
　
　
　
　
光
右
衛
門
作

煙
管
　
吸
江
斎
好

短
キ
セ
ル

浄
益
作

独
楽
塗
煙
草
入
　
　
一ハ
代
近
左
作

主
某
子

薯
讀
月
鬼
　
　
　
　
増
田
屋
製

」
建
匹
Ｆ

澪
韓

（

Ｌ
と
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０
第
七
日
茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
市
民
茶
会

五
月
十
七
日
（上
）
清
水
テ
ル
サ
に
お
い
て
、
市
民
茶
会
を
、
薄
茶
席
と
立
礼
席
を
設
え

て
開
催
し
ま
し
た
。
立
礼
席
で
は
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学
校
。中
等
部
茶
幸

道
部
の
普
さ
ま
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
若
い
力
が
加
わ
り
、
会
場
は
い
つ
も
と
は
ひ

と
味
違
う
、
清
々
し
い
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
百
五
十
二
名
で
し
た
。

主

静

岡

県

支

部

幹

事

於

清
水
テ
ル
サ
五
階
和
室

掛
秘
　
梶
溺
幹
褒
需
整
　
洗
趙

花
入
　
春
星
雨
宅
目
鉄
絵
壷

中
村
芳
楽

花
　

大
山
蓮
幸

釜
　
　
学編
小
テ
ル
サ

常
什

風
炉

棚
　
　
翅
フ
ボ
ツ
ボ
透
子
軍
棚

岡
本
漆
専
堂

風
炉
先
屏
風

金
網
代

腰
風
炉
先

登

居

　
急

水
指
　
膳
所
黄
交
趾
宝
八
く
し
　
　
　
　
而
妙
斎
籍

一《
恭
　
一士
棗
　
日
の
中
羅
翌
瓜
砿　
　
　
　
　
　
ヨ警
隻
駆
相

茶
碗
　
黒
楽
　
　
　
三
代

中
村
道
年

替
　
杓
竪
祭
碗
　
楠
部
弥
弐

替
　
一昼
境
百
人
一
首
皐
月
茶
碗
　
田
中
渓
峰

風
そ
よ
ぐ

人
奮
秀
ヤ小
川
の
夕
暮
れ
は

み
そ
ぎ
ぞ

百暴
ワし
る
し
な
り
け
る

茶
杓
　
銘

敬
緑
（あ
お
ば
）
前
大
徳

後
藤
瑞
厳
老
師

星

ハ

建
水
　
唐
銅

エ
フ
ゴ
　
中
川
浄
益

蓋
置
　
萩

竹
　
　
　
十
二
代

新
兵
衛

菓
子
　
あ
や
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
翁
堂
製

菓
子
器

銘
々
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
慶
塗

茶
　
　
コ
夜
の
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屯
澄
国
語

数
茶
碗

紅
安
南
写
　
天
目
型

安
南
写

伊
羅
保
茶
碗

主

静
岡
県
支
部
幹
事
補
佐

於

清
水
テ
ル
サ
七
階
ホ
ー
ル

掛
物
　
尋
牛
斎
争

短
冊

薫
風
白
商
来

花
入
　
患
比
寿
籠
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
朋
斎
作

花

　

山
紫
陽
花
・下
野
た
翌
早

釜
　
　
四
方
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
二
郎
作

棚
　
　
立
礼
卓
　
　
清
水
テ
ル
サ
常
什

水
指
　
新
高
麗

染
付

十
長
生
紋
　
　
韓

錫
基
作

茶
器
　
黒
中
棗

菖
蒲
蒔
絵
　
　
　
　
　
小
二
郎
作

茶
碗
　
萩
刷
毛
目

銘

千
と
せ

十
二
代

新
兵
衛
作

即
中
斎
箱

替
　
清
閑
寺
窯

青
楓
　
　
　
　
　
　
　
祥
平
作

替
　
高
根
菫
小
彩
色
茶
碗
　
　
　
　
前
澤
厚
雄
作

茶
杓
　
銘

早
乙
女
　
　
益
州
老
師
　
　
　
共
筒
箱

建
水
　
士
職
戸
呂
焼
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
齋
造

蓋
置
　
膳
所
焼
　
浅
葱
交
趾
　
立
鶴

某
子
器

義
山

某
子
　
錦
玉
美
　
翠
立
つ
　
　
　
　
　
　
竹
翁
堂
製

茶
　
　
両
妙
斎
宗
匠
好

士
具
“　
　
　
丸
久
小
山
園
製

東海大学付属静岡狗B洋高等学校・中等部の

茶幸迫部の曽さまによるお運び

０
第
八
回
黍
の
湯
文
化
好
心れ
る
市
民
護
歴

今
和
七
年
十

一
月
十
五
日
（土
）清
水
テ

ル
サ
に
お
い
て
、千
家
十
職

袋
師
友
淑

土

田
半
四
郎
氏
に
「袋
節
の
仕
事
」
と
題
し
た

ご
講
漬
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
つ
ひ
と
つ
異
な
る
茶
人
に
寄
り
奉
つ
仕

巻

く
り
の
奥
深
さ
や
美
意
識
に
つ
い
て
、

実
例
を
示
し
な
が
ら
軽
妙
な
語
リ
ロ
で
お

話
し
い
た
だ
き
、会
場
は
終
始
、
熱
趙
に
聞

き
入
る
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。ま
た
、曽

様
に
薄
茶
を
点
て
て
飲
ん
で
い
た
だ
く
体

験
席
も
設
け
ま
し
た
。当
日
の
参
加
者
は
、

二
百

十

一
名

で

し

た

。
　

主

疋
田
千
加
子
幹
事

於

清
水
テ
ル
サ
七
階
ホ
ー
ル

掛
物
　
而
妙
斎
等

吟
風

一
様
松

好
表
具

上
盆
佃

花
人
　
志
戸
呂
　
　
里
獣
【　
　
　
　
　
　
ド
齋
作

花

季
の
も
の

未
ス
ロ

織
部

松
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｗ
霊
４

天
馬
段
紹
紀
吊
紗
シ
キ
テ
　
　
友
湖
作

水
指
一
黄
交
趾
釉
雲
錦

・兼
中
斎
箱
　
　
審
昼
作

一企
蕎
　
錬
含
彫
菊
桐
天
棗
〓蝋
整
夢
舗
理
和
　
鎌
幽
作

茶
碗

新
員
里
芦

銘
翠
松

尋
笠
を
“　
正
配
作

替

富
士
　
　
　
　
　
　
一諫
誓
箱
　
叩
釜
４

士籍
】
担
重
薮
懇
ノ
木
銘
を
華
両
妙
吾
箱

ひ
呑
希

建
水

伝
来
エ
フ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
奄
作

蓋
置

一
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堕
恋
枠

菓
子

龍
田
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抒△
響
製

茶
　
　
羽
衣
の
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
濤
旦
語

真

五

鯵

据

　

　

　

　

　

き

作

火
人
　
一査
炉
釉
　
一二
ツ
足
　
　
　
　
　
弘
人
作

宦
入
　
卯
型
　
独
楽
　
　
　
　
　
　
　
近
左
作

煙
管
　
吸
江
斎
好

筋
　
　
　
　
　
　
浄
益
作
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０
今
和
七
年
度
資
格
者
講
習
会

九
月
八
日
（月
）
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡
に
お
い
て
、
不
審
奄
よ
り
派
追
さ
れ

た
木
村
雅
基
宗
匠
を
お
迎
え
し
て
、
午
前
中
は
「初
炭
」
「茶
カ
フ
キ
」
の
実
技

講
習
、
午
後
は
、
配
布
資
料
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
の
受
講
生
は
四
百
六
名
で
し
た
。

実
技
講
習
の
出
場
者

担
当

鈴
木
紀
子
参
与

甲
初
山灰
〕

亭
主
工
客
次
客
詰

菊
地

千
患
子

高
柳

明
見

倉

田

布
美
江

鈴
木

裕
子

〔茶
カ
フ
キ
〕

工
客
　
　
　
一二
宅

次
客

　

　

松
井

二
客

　

　

大
浮

四
客

　

　

高
柳

詰

　

　

　

西
原

執
筆

　

　

池
田

点
前

　

　

石
野

栄
子
康
員
則
子
由
紀
由
希
子

礼
子
明
美

呈
茶
席

（立
礼
席
）

掛
物

　

即
中
斎
筆

海
月
澄
影
無

花
入
　

様
々
斎
好

籠
手
付
置
花
人

花

　

季
の
も
の

立
礼
卓

而
妙
斎
好

扇
型

釜

　

　

四
方
ロ

水
指

　

万
古
鼓
窯
葡
萄
の
絵

茶
器

　

菊
置
上

而
妙
斎
好
曲
茶
器

茶
碗

　

了
人
作

赤

銘

鬼
前

替

　

仁
清
写
蔦
絵

茶
杓

　

而
妙
斎
自
作

銘

虫
の
音

建
水
　
伝
来
写

蓋
置
　
弘
人
作

ち
き
り

菓
子
　

着
せ
綿

担
当

豊
竹
さ
ち
子
参
与

即
中
斎
箱

尋
牛
斎
箱

瑞
山
作

而
妙
斎
箱

高
象
作

而
妙
斎
箱

覚
人
極

而
妙
斎
箱

即
全
作

即
中
斎
箱

筒
箱
共

浄
益
作

而
妙
斎
箱

増
田
屋
製
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●
谷
和
七
年
度
教
授
者
講
習
会

七
月
十
日
（木
）
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡
に
お
い
て
、
不
審
奄
よ
り
派
追
さ
れ

た
井
上
順

一
宗
匠
を
お
迎
え
し
て
、午
前
中
は
教
本
に
よ
る
「風
炉
」
の
講
義
、

年
後
の
実
技
講
習
で
は
、
「炭
点
前
」
「続
濃
茶
」
の
各
課
目
を
選
出
さ
れ
た

講
習
生
の
中
で
役
割
分
担
を
決
め
て
行
い
ま
し
た
。

当
日
の
受
講
生
は
百
二
名
で
し
た
。

実
技
講
習
の
出
場
者

担
当

石
野
明
美
幹
事

Ｔ
灰
占
笠
則
〕

〔続
濃
茶
〕

担
当

遠
藤
早
首
幹
事

呈
茶
席

（立
礼
席
）

掛
物
　
飛
鳥
井
雅
親
筆

和
歌

竹
間
の
月

ま
ど
の
あ
さ
風

う
ち
な
び
く

竹
の
す
え
葉
は

影
は
れ
て

月
吹
い
る
る

昭
竹
斎
作

而
妙
斎
箱

花
人
　
猪
名
の
笹

瓢
花
人

一化
　
宗
旦
木
桂

し
ま
あ
し

、　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
妙
斎
在
判
　
表
完
作

而
妙
斎
箱

香
合
　
月
日
貝

香
斎
作

即
中
斎
箱

水
指
　
黄
交
趾
笹
弦
平
水
指

〓
一ツ
の
内

茶
器
　
即
中
斎
好

金
銀
笹
蒔
絵
雪
吹
内
銀
溜

宗
旦
在
判

近
左
作

宗
旦
箱

直
入
極

猶
有
斎
箱

茶
碗
　
了
入
作

黒

猶
有
斎
追
銘

せ
せ
ら
ぎ

即
全
造

即
中
斎
箱

替
　
仁
清
写
撫
子
茶
碗

共
筒
共
箱

茶
杓
　
即
中
斎
作

銘

苔
清
水

浄
中
作

建
水

伝
来
写
唐
銅
エ
フ
ゴ

泥
幸
造

蓋
置

萩
焼

竹

増
田
屋
製

稟
子
　
苔
清
水

ボ
ぐ

アヽ
製

菓
子
器

手
彫
り
切
子

亭
主
工
客
次
客

中
嶋

ま
さ
こ

池
田

礼
子

清
水

道
子

西
野

潤
子

野
村

桂
子

渥
美

幸
子

山
口

朋
子

亭
主
正
客
次
客
二
客

孝
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第 37号 同 門 静 岡 今和 8年 3月 3+日

青年部だより

今和 7年度 行事報告

今和 7年 4月 12日 (上)静岡市 18名参加
527名のお客様に春爛漫のお席をお楽しみい
ただきました。

今和 7年 6月 15日 (日 ) 20名参カロ
講演会は亀禄窯 員清水福山先生に
「京都陶芸文化におけるPersonollden」十y」を
テーマにご講演いただきました。

今和7年 10月 18日 (上)静岡市 7名参加
志戸呂′せ齋窯へお邪魔し、廣前,せ齋先生より
銘 皿々作りを教わりました。

今和 8年 2月 7日 (上)熱海市 7名参加
茶室、能楽堂、美術館内を学芸員の泉山先生に

哉説明いただきました。

青年部ご大会ご希望の方は、
同門会ホームページよりご連絡ください。

ご挨拶

表千家静岡県青年部 部長 大石 桂子
日頃より青年部にお鳶をお寄せくださり、誠に

ありわヾとうございます。

昨年6月 15日 に亀禄窯員清水福山先生より

『京都陶芸文化における PersonoI Idenl‖ y』

をテーマにご講演いただきました。飛鳥時代ま

で迦る京都のやきものの歴史と、具清水家の歴

史について多くの資料とともにご講演いただき

ました。京焼と言われる幸やかなやきものや写し

物などいにしえから現代につながる歴史を肌で

感じることができました。

今不口8年 4月 に駿府各流大茶会の野点席を

受け持たせていただきます。春景色をテーマに

青年部伝統の春爛漫の野点席を楽しんでいた

だければ幸いです。また、今和8年 6月 には遠山

記念館学芸課長の依田徹先生に『駿府と茶の

湯』と題 してご講演いただく予定です。依田先

生の調査では家康の時代には駿府で茶会が盛

んに開催されていたそうです。興味深い歴史を

紐解く講演にぜひ、ご来場ください。

今年度から青年都は新体制となり、新たな一

歩を踏み出しました。同門の先生、先輩方が築

いてくださった伝統を引き継ぎ、部員一同力を

合わせて精進したいと存じます。今後とも、ご指

導のほどよろしくお願いいたします。

4月 12日 (日 )
静岡伊勢月・

駿府各流大茶会

野点席

定例総会・懇親会。講演
遠山記念館学芸課長依田徹先生

10月 17日 (土)
潮

柿イ専マナー教室

竹のかご花入れ作り仰験
竹芸家 本田青海先生

今和 8年度 行事予定

今和 9年
2月
露亀早
(上l

6月 6日 (上)
静l電市

杢

お

ご
喬

～6～



谷 約 R年 3日 てlI日 同 門 静 岡 第 37号

茶

会

掲

示

板

谷
和
八
年
度
の
お
茶
会
は
左
記
の
通
り
計
画
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
変
兎
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
参
加

ご
予
定
の
方
は
茶
会
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
確
訳
く
だ
さ
い
。

◆
　
泉

部

●
第
四
十
二
回
沼
津
茶
会

沼
滓
御
用
邸
記
念
公
園
苑
地

（雨
の
場
合
は
御
用
邸
記
念
公
園

東
付
属
邸
）

九
時
四
十
五
分
～
十
四
時
四
十
五
分

（受
付
は
十
二
時
二
十
分
ま
で
）

・
五
月
十
日
（
日
）

。当
日
券
の
み
含
一席
で

一
五
〇
〇
円
／
人
園
券
別
途
…

沼
津
市
民

一
〇
〇
円
。市
外
の
人
三
〇
〇
円
）

●
沼
滓
茶
道
連
盟
秋
期
茶
会

沼
津
御
用
邸
記
念
公
園

東
付
属
邸

十
時
～
十
五
時

（受
付
は
十
四
時
四
十
分
ま
で
）

。十

一
月

一
日
（
日
）

○
お
問
い
合
わ
せ
先

飯
田
敦
子

吊昭
話
〇
五
五
・九
二

一
二
一一五
〇
八

０
第
七
十
回
表
千
家
流
鳶
和
会
茶
会

富
士
市
文
化
会
館
ロ
ゼ
シ
ア
タ
十
四
Ｆ

九
時
三
十
分
～
十
四
時
四
十
分

・
四
月
十
二
日
（
日
）

○
お
問
い
合
わ
せ
先

上
柳

裕
　
や電
話
〇
五
五
・九
六
八
二
〓
二
〓
ニ

◆

中

部

●
第
二
十

一
回
駿
府
各
流
大
茶
会
静
岡
伊
勢
丹
八
Ｆ
大
催
事
場

十
時
～
十
六
時
二
十
分
（受
付
は
十
六
時
ま
で
）

・
四
月
　
八
日
（水
）
立
礼
席

川
口
患
美
子
先
生

・
四
月
　
九
日
（木
）
本
　
席

大
谷
文
禰
参
与

。
四
月
　
十
日
（金
）
立
礼
席

鈴
木
徳
子
幹
事

。
四
月
十
二
日
（
日
）
野
点
席

静
岡
県
青
年
部

●
表
千
家
清
友
会
月
金
　
　
　
　
　
　
　
臨
済
寺
壺
中
庵

九
時
～
十
五
時

（第

二
日
曜
日
）

・六
月
　
十
四
日
（
日
）
豊
竹
さ
ち
子
参
与

・十

一
月
　
八
日
（
日
）
望
月
真
智
子
参
与

・十
二
月
十
二
日
（
日
）
井
上
喜
代
患
参
与

○
お
問
い
合
わ
せ
先

豊
竹
さ
ち
子

電
話
〇
五
四
ユ
一
五
三
・
四
四
二
〇

◆
　
西

部

●
春
の
茶
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
松
市
茶
室
松
韻
亭

十
時
～
十
五
時

。
四
月
五
日
（
日
）

。当
日
券
あ
り

●
表
千
家
西
部
同
好
会
月
釜
　
　
　
浜
松
市
茶
室
松
韻
亭

十
時
～
十
五
時

・
五
月
～
二
月
（
Ｔ

七
・九
月
を
除
く
）
の
第

一
日
曜
日

●
西
部
同
好
会
初
釜
　
　
　
　
　
　
浜
松
市
茶
室
松
韻
亭

・谷
和
九
年

一
月
（予
定
）

。当
日
券
な
し

○
お
問
い
合
わ
せ
先

小
楠
公
子

や嘔
話
〇
九
〇
・
八

一
二
九
・
四
人
八
七

本

部

か

ら

の

お

矢口

ら

せ

◎
今
和
九
年
度
乱
寿
表
彰
申
請
の
ご
案
内
に
つ
い
て

谷
和
九
年
度
乱
寿
表
彰
を
受
け
る
た
め
に
は
、
次
の
二
つ
の
条
件
の
い
ず

れ
か
を
満
た
す
会
員
が
本
部
へ
各
自
で
申
請
し
て
い
た
だ
く
捲
要
が
あ
り
ま

す
。一
、　
昭
和
二
十
六
年
の
お
生
ま
れ
で
、
同
門
会
に
継
続
し
て

二
十
年
以
上
の
在
籍

（平
成
十
九
年
以
前
に
大
会
の
方
）

二
、　
昭
和
二
十
二
年
以
前
の
お
生
ま
れ
で
、
同
門
会
に
継
続
し
て

二
十
年
以
上
の
在
籍

（平
成
十
九
年
以
前
に
大
会
の
方
）

一
に
該
当
す
る
方
は
、
京
都
に
て
執
り
行
わ
れ
る
ぞ
悦
寿
お
祝
い
の
会
」
に

て
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
出
席
で
き
な
い
方
は
支
部
総
会
の
席

上
に
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

こ
に
該
当
す
る
方
は
支
部
総
会
の
席
上
に
て
ゼ
ｈ
寿
表
彰
」
を
行
い
ま

す
。表
彰
を
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
ゼ
ｈ
寿
表
彰
申
請
」
と
し
、
所
属
支
部

会
員
番
号
・郵
便
番
号
・住
所
氏
名
を
ご
記
入
の
上
、
本
部
事
務
局
ま
で
申

請
用
紙
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◎
会
費
免
除
の
申
請
方
法
に
つ
い
て

同
門
会
に
継
続
し
て
二
十
年
以
上
在
籍
し
、
年
船
七
十
七
歳
以
上
の
方

で
同
門
会
費
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
〈本
費
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
〈ム
費
免
除
制
度
は
、
各
会
員
の
会
費
負
担
の
公
平
さ
を
保
ち
つ

つ
、
福
社
の
一
環
と
し
て
、
会
費
の
納
入
を
免
除
す
る
制
度
で
す
。

以
上
を
ご
理
解
の
上
、
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
部
事
務
局
ま
で
申

請
用
紙
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◎
表
千
家
同
門
会
大
会
申
し
込
み
に
つ
い
て

〈
条

件
〉
不
審
巷
に
入
門
し
、
人
円
の
許
状
が
手
元
に
あ
る
こ
と
先
生

（会
員
）
の
紹
介
が
あ
る
こ
と

〈
申
込
期
間
〉
一
年
を
通
し
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
一
月
か
ら

二
月
ま
で
の
期
間
の
お
申
込
み
は
、
新
年
度
（
四
月

一
日
）

か
ら
の
大
会
と
な
り
ま
す
。

大
会
を
希
望
す
る
方
は
先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
住
所
、
氏
零
変
更
の
届
出
に
つ
い
て

転
居
な
ど
に
よ
る
住
所
、
所
属
支
部
の
変
見
や
住
所
表
記
の
変
更
、
氏
名

の
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
ハ
ガ
キ
に
「住
所
（氏
名
）
変
更
届
け
」
と
明
記
し

本
部
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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今
和
七
年
度
亮
寿
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方
々

小
島
　
典
子

　

矢
崎
や
す
子

　

福
田
　
容
子

瀬
戸
口
す
み
子

石
神
　
末
子
　

森
　
　
患
子

世
古
　
久
子

　

湯
山

貴
志
子
　
望
月
　
明
美

池
田
　
佳
隆

　

原
田
　
鈴
江
　

松
原

さ
ち
子

井
口
　
裕
文

　

奥
島
　
早
苗

　

青
木
　
佳
江

下
山
　
里
子
　

鈴
木
　
静
子
　

大
角
　
幸
枝

山
下

久
美
子
　
竹
内
　
和
子

　

山
岡
　
久
子

小
峰
　
麗
子

　

杉
山

ひ
ろ
子
　
上
屋
　
静
子

谷
日

千
息
子
　
丼
出
　
文
子

　

百
々

れ
い
子

天
野
　
文
子
　

横
山
　
春
子

　

北
島
　
悦
代

（以
上
二
十
名
）

支
部
功
労
者
表
彰

竹
本
　
睦
子

　

川
口
恵
美
子

（
以
上
二
名
）

（順
不
同
、
敬
称
略
）

予 定今和

◆
資
格
者
・教
授
者
講
習
会

出
欠
退
信
先
に
つ
い
て

本
部
か
ら
届
く
資
格
者
講
習
会
、教
授
者
講
習
会
の

出
欠
ハ
ガ
キ
の
退
信
先
は
不
審
奄
事
務
局
で
す
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
欠
席
者
の

方
も
、
退
信
ハ
ガ
キ
は
養
ず
お
出
し
く
だ
さ
い
。

新制度について

薄茶席(幹事) 5階 和室
立礼席 (幹事ネ甫佐)

7階会議室

第8回

茶の湯文化にしS、

れる市民茶会

清水テルサ

支部総会

一般講習会

ホテル

アツシア静岡

講師:小笹晃宗匠

吉嗣同一部先生

演題 :「 RP中斎の話」

実技 :『且座」「薄茶」

資格者講習会

ホテル

アツシア静岡

講師:小笹晃宗匠

吉田周一郎先生

実技ゴ初炭」「台飾」「廻花」

解説 :当 日配布資料

第9回

茶の湯文化に

.S、れる市民講座

清水テルサ

IFホール

講師:千家十職

塗禽市中村宗哲氏

演題 :「茶の湯の塗物づくり」

(仮題)

講師:吉水忠雄宗匠

高橋克則先生

教本 :「炉」

実技 :「皮所望、濃茶、薄茶」

教授者講習会
ホテル

アソシア静岡

表
千
家
同
門
会
で
は
、
二
十
二
年
ぶ
り
に
「資
格
制
度
と
講
習
会
体
系
」
が

尋
編
さ
れ
、
併
せ
て
青
年
部
が
同
門
会
本
部
の
直
属
組
織
と
な
り
「青
年
都

会
員
制
度
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
「
同
門
」
（今
和
七
年
十
月
号
、
同
八
年

一
月
号
、
同
年

二
月
号
）
を
ご
確
諷
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

南
條
、
遠
藤

（早
）
、

今
井
、
八
木
、
寺
田
、

鈴
木
、
長
井
、
平
川
、

大
石
、
石
渡
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